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判
　
例
　
研
　
究

七
二
　
　
（
一
〇
三
六
）

〔
民
法
　
三
四
〕
　
相
続
回
復
請
求
権
の
時
効

（
耀
鱈
護
轟
慧
嘉
漿
騨
事
件
）

　
【
判
示
事
項
】
　
相
続
回
復
請
求
権
の
二
十
年
の
時
効
は
、
相
続
回
復
請
求
を

な
さ
ず
に
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
に
つ
い
て
も
、
当
初
の
相
続
が
開
始
し
た
時

よ
り
、
そ
の
進
行
を
開
始
す
る
。

　
【
参
照
条
文
】
　
民
法
旧
規
定
九
六
六
・
九
九
三
条
、
新
規
定
八
八
四
条

　
【
事
実
】
　
訴
外
A
が
死
亡
（
大
正
九
年
七
月
三
目
）
し
た
の
で
、
そ
分
子
刃

が
家
督
を
相
続
し
、
そ
の
遺
産
は
翌
と
▽
と
が
各
自
二
分
の
一
ず
つ
相
続
し

た
。
こ
の
際
に
X
は
A
の
全
遺
産
を
家
督
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
誤
解

し
て
、
そ
の
遺
産
の
一
部
た
る
本
件
土
地
を
管
理
使
用
し
、
現
在
は
r
よ
り
三

代
目
の
相
続
人
X
が
こ
れ
を
占
有
し
て
い
る
。
▽
よ
り
六
代
目
の
相
続
人
に
あ

た
る
Y
よ
り
、
X
を
相
手
取
り
本
件
土
地
に
つ
い
て
相
続
回
復
を
請
求
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
審
（
名
古
屋
高
裁
）
は
、
Y
の
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効

は
、
A
の
死
亡
に
よ
り
X
・
Y
の
相
続
が
開
始
し
た
降
よ
り
進
行
を
始
め
る
と

し
て
、
Y
の
請
求
権
に
つ
い
て
二
〇
年
の
時
効
が
完
成
し
た
も
の
と
判
示
し

た
。
Y
よ
り
上
告
。
上
告
理
由
の
論
点
は
、
相
続
回
復
請
求
権
は
一
身
専
属
権

で
あ
つ
て
、
相
続
権
を
侵
害
さ
れ
た
者
が
そ
の
回
復
請
求
を
な
さ
ず
に
死
亡
し

た
場
合
に
は
、
7
そ
の
者
の
回
復
請
求
権
は
当
然
に
消
滅
す
る
が
、
そ
の
相
続
人

ほ
自
己
の
固
有
の
相
続
権
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
回
復
請
求
が
出

来
る
。
而
し
て
こ
の
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
、
夫
々
の
相
続
が
開
始
し
た

時
点
か
ら
起
算
す
べ
＜
、
本
件
で
は
Y
よ
り
Y
に
至
る
各
相
続
は
、
い
ず
れ
も

二
〇
年
を
経
過
す
る
以
前
に
起
つ
て
い
る
故
に
、
時
効
は
未
だ
完
成
し
て
い
な

い
と
い
う
に
あ
る
。

　
【
判
旨
】
　
上
告
棄
却

　
旧
法
九
六
六
・
九
九
三
条
（
現
八
八
四
条
）
の
相
続
回
復
請
求
権
の
二
〇
年

の
時
効
は
、
相
続
権
侵
害
の
事
実
の
有
無
に
拘
ら
ず
相
続
開
始
時
よ
り
進
行
す

る
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
（
昭
監
一
碑
蜘
獣
鞘
鞘
バ
期
尊
塗
盟
恥

征
翫
）
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
見
る
に
V
の
相
続
権
は
、
そ

の
相
続
の
当
初
よ
り
X
に
侵
害
の
状
態
が
引
き
続
き
爾
後
の
相
続
人
に
及
ん
で

い
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
Y
が
爾
後
の
相
続
人
の
相
続
権
を
侵
害
し
て



い
る
と
し
て
も
新
た
な
侵
害
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
Y
の
相
続
人
以
後

上
告
人
に
至
る
ま
で
の
相
続
人
ら
の
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効
期
間
二
〇

年
の
起
算
点
は
、
A
の
死
亡
に
よ
り
r
及
び
γ
の
相
続
が
開
始
し
た
時
で
あ
る

と
し
た
原
判
決
の
判
断
は
正
当
で
あ
つ
て
所
論
違
法
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
凶
評
釈
】
　
本
判
決
ば
理
論
と
し
て
二
つ
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ

は
相
続
回
復
請
求
権
が
相
続
さ
れ
得
る
か
と
い
う
、
相
続
上
の
一
身
専
属
性
の

問
題
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
そ
の
請
求
を
制
限
す
る
二
〇
年
の
期
問
が
、
こ

れ
を
時
効
、
除
斥
期
問
の
い
ず
れ
に
理
解
す
る
に
せ
よ
、
何
時
か
ら
起
算
さ
れ

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
．
本
判
決
は
、
相
続
回
復
請
求
権
の
相
続
性
を
承
認

し
て
、
そ
の
期
間
の
起
算
点
を
原
則
と
し
て
最
初
の
相
続
開
始
時
で
あ
る
と
判

示
し
て
い
る
も
の
で
、
上
告
論
旨
の
援
く
大
正
七
年
四
月
九
日
の
大
審
院
判
決

（
駄
制
駄
籔
詫
畔
轍
財
竃
一
蕉
七
）
と
結
論
を
異
に
し
て
い
る
。
本
判
決
が
時
効
期
間
起

算
点
に
関
す
る
先
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
昭
和
二
三
年
の
最
高
裁
判
決
は
、
家

督
相
続
に
関
す
る
も
の
で
、
回
復
請
求
者
の
側
に
は
、
回
復
請
求
権
の
相
続
と

い
う
問
題
は
起
つ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
本
件
に
直
接
の
先
例
と
な
る
か
ど

う
か
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
判
決
に
機
縁
し

て
、
相
続
回
復
請
求
権
の
相
続
性
と
そ
の
期
間
起
算
点
を
中
心
に
二
三
の
問
題

点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
｝
　
相
続
性
の
問
題
　
前
記
大
正
七
年
四
月
九
日
の
大
審
院
第
一
民
事
部
判

決
は
、
遺
産
相
続
に
つ
い
て
回
復
請
求
権
の
一
身
専
属
性
を
強
調
し
て
そ
の
相

続
性
を
否
定
す
る
．
曰
く
「
相
続
回
復
ノ
請
求
権
ハ
家
督
相
続
ト
遺
産
相
続
ト

ヲ
問
ハ
ス
相
続
権
ヲ
侵
害
セ
ラ
レ
タ
ル
相
続
人
ノ
一
身
二
専
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

コ
ト
ハ
相
続
権
ノ
性
質
及
ヒ
民
法
第
九
百
六
十
六
条
第
九
百
九
十
三
条
ノ
規
定

二
徴
シ
明
白
ナ
レ
ハ
相
続
権
ヲ
侵
害
セ
ラ
レ
タ
ル
相
続
人
力
相
続
回
復
ノ
請
求

権
ヲ
行
使
セ
ス
シ
テ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
請
求
権
ハ
当
然
消
滅
ス
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
其
相
続
人
ノ
相
続
人
二
於
テ
之
ヲ
承
継
ス
ヘ
キ
限
リ
ニ
在
ラ
ス
．
其
相
続

人
ノ
相
続
人
ハ
亦
自
己
ノ
相
続
権
ヲ
侵
害
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
相

続
ノ
回
復
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
ト
錐
モ
前
者
ノ
相
続
回
復
請
求
権
ヲ
承

継
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
其
請
求
権
ヲ
行
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト

ス
．
」

　
学
説
は
多
く
こ
の
判
決
理
論
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
侵
害
せ
ら
れ
た
の

は
被
相
続
人
の
相
続
権
で
あ
つ
て
．
そ
の
回
復
請
求
権
が
財
産
的
な
権
利
と
し

て
相
続
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
判
決
の
立
場
に
立
つ
な
ら
二

〇
年
の
期
間
の
起
算
点
を
ど
の
相
続
に
つ
い
て
問
題
と
す
る
か
不
明
瞭
で
あ
る

と
非
難
す
る
（
獺
数
憾
如
榊
距
嫁
塩
厳
は
孫
訓
型
一
葬
題
）
。

　
一
身
専
属
性
と
云
う
点
よ
り
み
る
な
ら
ぼ
、
遺
産
に
対
す
る
相
続
回
復
請
求

権
は
、
財
産
的
内
容
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
相
続
人
た
る
身
分
に
基
く

権
利
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容
も
個
々
の
財
産
に
つ
い
て
の
請
求
権
の
総
和
に
尽

き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
使
・
処
分
の
面
で
も
権
利
者
の
完
全
な
自
由
に

委
ね
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
（
債
権
老
代
位
権
の
対
象
と
な
ら
ず
ー
行
使
の

の
一
身
専
属
性
ー
、
ま
た
相
続
開
始
前
に
予
め
こ
れ
を
放
棄
す
る
如
き
も
遣
留
分

の
規
定
と
の
均
衡
上
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
）
．
他
面
こ
の
権
利
の
内
容
が

財
産
上
の
利
益
に
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
権
利
が
消
滅
時
効

に
か
か
る
こ
と
自
体
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
　
（
身
分
的
色
調
の
強

い
権
利
は
本
来
消
滅
時
効
の
対
象
た
り
得
な
い
）
。
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
一
〇
三
七
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

質
に
つ
い
て
は
、
相
続
回
復
の
訴
の
性
質
と
か
ら
ん
で
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
こ
添
、
は
こ
れ
を
、
相
続
権
と
い
う
単
一
の
包
括
的
権
利
に
基
い

て
、
相
続
権
の
対
象
た
る
個
々
の
財
産
・
権
利
に
対
す
る
侵
害
あ
る
こ
と
を
契

機
と
し
て
生
ず
る
単
一
の
総
括
的
請
求
権
と
し
て
理
解
す
る
。
相
続
回
復
請
求

権
が
一
身
専
属
権
だ
と
い
う
意
味
は
、
そ
れ
が
相
続
人
た
る
地
位
を
前
提
と
し

て
、
包
括
的
権
利
と
し
て
の
相
続
権
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
相
続
人
に
固
有
な
権
能
た
る
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
上
記
大
審
院
に
対
す
る
上
告
理
由
書
が
、
「
相
続
回
復
請

求
権
ハ
正
当
相
続
人
力
相
続
侵
害
者
二
対
シ
其
侵
害
ヲ
排
除
シ
之
ヲ
自
己
二
回

復
シ
得
ル
権
利
ニ
シ
テ
根
本
タ
ル
相
続
権
ヲ
確
実
ニ
シ
相
続
人
ヲ
保
護
ス
ル
タ

メ
法
律
ニ
ョ
リ
テ
与
ヘ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
他
ナ
ラ
ス
　
随
テ
相
続
人
タ
ル
地
位

二
附
随
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
相
続
人
個
人
二
専
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
論
じ
て

い
る
の
が
簡
明
で
あ
り
、
大
審
院
判
決
の
よ
う
に
、
一
身
専
属
性
を
根
拠
と
し

て
回
復
請
求
権
の
相
続
を
否
定
し
つ
つ
、
他
面
に
お
い
て
同
一
事
実
を
以
て
爾

後
の
相
続
人
の
固
有
の
相
続
権
に
対
す
る
侵
害
と
見
る
如
き
は
無
用
の
迂
路
を

通
る
構
成
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
二
置
二
〇
年
の
期
間
の
起
算
点
に
つ
い
て
　
相
続
回
復
請
求
権
が
「
相
続
人

又
ハ
其
法
定
代
理
人
力
相
続
権
侵
害
ノ
事
実
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ヨ
リ
五
年
間
之
ヲ

行
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
時
効
二
因
リ
テ
消
滅
ス
」
る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い

け
れ
ど
も
、
「
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
ニ
十
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
シ
」
と

い
う
規
定
の
二
〇
年
の
期
間
を
何
時
か
ら
起
算
す
べ
き
で
あ
る
か
は
、
回
復
請

求
権
の
相
続
性
に
関
聯
し
て
問
題
と
な
る
。

　
徊
復
請
求
権
が
相
続
さ
れ
ず
爾
後
の
各
相
続
人
は
固
有
の
相
続
権
を
侵
害
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
一
〇
三
八
）

れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
回
復
請
求
が
出
来
る
の
み
と
す
る
前
記
大
審
院
判
決

の
論
旨
を
貫
く
な
ら
、
被
相
続
人
め
回
復
請
求
権
行
使
上
の
時
間
的
制
約
の
み

が
相
続
人
の
固
有
な
回
復
請
求
権
に
ま
で
延
長
す
る
根
拠
に
乏
し
く
、
二
〇
年

の
起
算
点
た
る
相
続
の
開
始
時
は
爾
後
の
相
続
人
各
自
の
相
続
を
基
準
と
し
て

考
え
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
ほ
本
件
上
告
理
由
の
よ
う
に
各
相
続
人
は
各
相

続
の
時
間
的
間
隔
が
二
〇
年
未
満
で
あ
る
限
り
、
一
旦
生
じ
た
侵
害
事
実
に
つ

い
て
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
回
復
請
求
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
つ
て
．
い

か
に
も
不
合
理
な
結
果
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
回
復
請
求
権
み
相
続
性
を
肯
定
す
る
な
ら
ぽ
、
相
続
人
は
、
侵
害
さ
れ
て
い

る
状
態
に
あ
る
被
相
続
人
の
権
利
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
の

侵
害
を
排
除
し
て
相
続
権
を
実
現
す
べ
ぎ
回
復
請
求
権
に
附
さ
れ
た
時
間
的
制

限
も
、
侵
害
の
生
じ
た
当
初
の
相
続
開
始
を
基
準
と
し
て
考
え
る
べ
ぎ
で
あ

る
。
相
続
人
が
被
相
続
人
が
持
つ
て
い
る
以
上
の
権
利
を
享
け
る
べ
き
で
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
件
の
判
旨
を
正
当
と
考
え
る
。

　
三
　
二
〇
年
の
期
間
の
法
的
性
質
　
本
事
案
に
関
す
る
範
囲
で
は
、
二
〇
年

の
期
間
を
時
効
と
除
斥
期
間
と
の
い
ず
れ
に
解
す
る
に
し
て
も
そ
の
結
論
を
異

に
し
な
い
が
、
こ
の
期
間
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
ぎ
か
に
関
し
て
は

従
来
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
判
例
は
大
体
に
お
い
て
こ
れ
を
時
効
と
解
す
る

の
が
そ
の
一
貫
し
た
態
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
学
説
上
は
異
論
が
少
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
く
に
五
年
の
短
期
消
滅
時
効
と
の
関
係
、
ま
た
回
復
請
求
権
行
使
の
相
手
方

に
お
け
る
取
得
時
効
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
所
有
権
に
基
く
物
上
請
求
権
と
の

関
係
等
の
諸
点
に
つ
い
て
、
こ
の
二
〇
年
の
期
間
は
時
効
理
論
上
の
重
要
な
問

題
に
か
か
わ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
本
事
案
を
は
な
れ
て
阻
論
す
る
。



　
の
規
定
の
沿
革
　
旧
規
定
九
六
六
条
は
「
家
督
相
続
回
復
ノ
請
求
権
ハ
家
督

相
続
人
又
ハ
其
法
定
代
理
人
力
相
続
権
侵
害
ノ
事
実
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ヨ
リ
五
年

間
之
ヲ
行
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
時
効
二
因
リ
テ
消
滅
ス
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
ニ
十
年

ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
シ
」
と
あ
り
、
こ
の
条
文
は
旧
規
定
九
九
三
条
に
よ

つ
て
遺
産
相
続
に
準
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
前
身
は
旧
民
法
証
拠
編
一

五
五
条
で
あ
り
、
同
条
が
「
相
続
人
又
ハ
包
括
権
原
ノ
受
遺
者
若
ク
ハ
受
贈
者

ノ
分
限
ヲ
シ
テ
効
用
ヲ
致
サ
シ
ム
ル
為
メ
ノ
遺
産
請
求
ノ
訴
権
ハ
相
続
人
又
ハ

包
括
権
原
ノ
受
贈
者
若
ク
ハ
受
遺
者
ノ
権
原
ニ
テ
占
有
ス
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
相

続
ノ
時
ヨ
リ
三
十
ケ
年
ヲ
経
過
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
時
効
二
罹
テ
ス
」
と
あ
つ
た

も
の
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
旧
民
法
の
建
前
と
し
て
は
、
相
続
回

復
請
求
権
は
通
常
の
長
期
時
効
（
旧
民
法
上
は
三
〇
年
）
に
よ
り
て
の
み
消
滅

す
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
民
法
に
お
い
て
こ
れ
に
五
年
の
短
期
時
効
が
規
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
問
題
の
二
〇
年
の
期
間
が
こ
れ
に
重
複
し
て
設
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
梅
博
士
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
改
正
の
趣
旨
は
、
一
旦
事
実
上
相
続
を
し

た
者
か
ら
数
年
乃
至
数
十
年
を
経
て
そ
の
相
続
権
を
奪
い
、
こ
れ
を
他
の
者
に

与
え
る
と
き
は
、
当
事
者
間
及
び
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
於
て
混
乱
を
生

じ
、
経
済
上
・
社
会
上
好
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
を
惹
起
す
る
故
に
、
相
続
回
復

請
求
権
の
時
効
は
そ
の
期
間
を
通
常
時
効
よ
り
も
短
縮
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。

か
つ
相
続
の
性
質
上
、
正
当
の
相
続
人
が
侵
害
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
々
、

不
問
に
措
く
如
き
こ
と
は
人
情
の
上
か
ら
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
故

に
、
そ
の
時
効
期
間
を
相
続
権
侵
害
の
事
実
を
知
つ
た
時
か
ら
五
年
間
と
規
定

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
起
算
点
よ
り
す
れ
ば
通
常
の
時
効
期
間
た
る

二
〇
年
（
翁
魏
）
を
経
過
す
る
も
な
お
五
年
の
短
期
時
効
が
完
成
し
な
い
場
合

　
　
　
　
判
例
研
究

が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
元
来
本
条
の
規
定
は
時
効
期
間
の
短
縮
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
か
か
る
場
合
に
は
む
し
ろ
通
常
の
時
効
期
問
の
適

用
あ
る
旨
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
（
誠
磁
凄
構
『
甦
）
。
こ
れ

を
要
す
る
に
改
正
の
趣
旨
は
、
五
年
の
短
期
時
効
の
完
成
と
無
関
係
に
二
〇
年

の
期
間
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
五
年
と
い
う
期
間
短
縮
の
実
効
を
確
保
す

る
た
め
、
長
く
と
も
普
通
の
時
効
期
間
の
限
度
に
お
い
て
時
効
を
完
成
せ
し
め

る
点
に
こ
れ
を
求
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
年
の
期
間
が
延
長
・
中
断
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
立
法
当
初
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
つ
て
、
五
年
の

時
効
期
間
を
算
定
す
る
上
で
の
最
長
期
が
普
通
時
効
期
間
と
し
て
の
二
〇
年
に

よ
つ
て
枠
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
㈲
判
例
・
学
説
　
大
審
院
よ
り
本
件
の
最
高
裁
に
至
る
判
例
は
、
こ
の
二
〇

年
の
期
間
を
以
て
時
効
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
詳
し
く

論
じ
た
も
の
と
し
て
昭
和
八
年
一
二
月
一
日
の
大
審
院
判
決
（
珊
駅
臨
貯
一
享
㌫

編
○
号
罵
）
が
あ
る
（
上
記
昭
和
…
年
士
月
六
日
の
最
盲
同
裁
判
決
讐
の
論
旨

を
忠
実
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
）
．
　
い
さ
さ
か
冗
長
に
わ
た
る
嫌
い
は
あ
る

が
、
以
下
に
引
用
し
ょ
う
。

　
「
此
二
十
年
ノ
期
間
モ
亦
時
効
ト
シ
テ
規
定
セ
ラ
レ
タ
ル
以
上
一
般
時
効
二

関
ス
ル
規
定
二
従
ヒ
義
務
者
ノ
承
認
二
因
リ
テ
中
断
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
又
其
完
成

後
二
於
テ
ハ
時
効
ノ
利
益
ヲ
樋
棄
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ト
為
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
．
唯

此
ノ
ニ
十
年
ノ
時
効
ノ
進
行
及
ビ
完
成
二
付
テ
ハ
民
法
九
百
六
十
六
条
ノ
規
定

二
依
リ
一
般
ノ
時
効
ト
多
少
ノ
差
異
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
非
ズ
。
即
チ
同
条

ハ
相
続
開
始
ノ
時
ヲ
以
テ
此
二
十
年
ノ
時
効
ノ
起
算
点
ト
為
ス
ガ
故
二
相
続
開

始
以
後
正
当
相
続
人
確
定
シ
又
ハ
相
続
権
侵
害
セ
ラ
ル
ル
迄
二
若
干
ノ
日
時
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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一
〇
三
九
）



　
　
　
判
　
例
　
研
究
．

存
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
ノ
日
時
内
ハ
家
督
相
続
回
復
請
求
権
未
ダ
発
生
．
セ
ザ

ル
ニ
拘
ラ
ズ
其
ノ
消
滅
時
効
ハ
即
チ
相
続
開
姶
当
時
ヨ
リ
進
行
ヲ
始
メ
右
ノ
日

時
ハ
自
然
時
効
期
間
・
二
算
入
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
＋
為
ル
ベ
ク
、
又
此
時
効
ノ
完
成

ス
ル
ハ
家
督
相
続
人
又
ハ
其
ノ
法
定
代
理
人
ガ
相
続
権
侵
害
ノ
事
実
ヲ
知
ラ
ズ

シ
テ
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
ニ
十
年
経
過
シ
タ
ル
場
合
二
限
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
，
其

ノ
理
由
ハ
若
シ
其
ノ
澗
二
家
督
相
続
人
又
ハ
其
法
定
代
理
人
ガ
相
続
権
侵
害
ノ

事
実
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
爾
後
五
年
ノ
短
期
時
効
ノ
進
行
ヲ
見
ル
ベ
キ
ニ
依
リ

ニ
十
年
ノ
時
効
ハ
進
行
セ
ザ
ル
ニ
至
ル
ベ
ク
、
若
シ
又
二
十
年
ノ
時
効
ガ
義
務

者
ノ
承
認
二
因
リ
テ
中
断
セ
ラ
ル
ル
場
合
ニ
ハ
此
承
認
二
因
リ
家
督
相
続
人
又

ハ
其
ノ
法
定
代
理
人
ハ
相
続
権
侵
害
ノ
事
実
ヲ
知
ル
ニ
至
ル
ベ
キ
ガ
故
二
其
ノ

中
断
後
ニ
ハ
五
年
ノ
短
期
時
効
ノ
ミ
進
行
ス
ル
ノ
結
果
ト
ナ
ル
ベ
ケ
レ
バ
ナ

リ
。
以
上
ノ
如
ク
右
二
十
年
ノ
時
効
ハ
聯
力
一
般
時
効
ト
異
レ
ル
点
ア
リ
ト
難

モ
此
ノ
故
ヲ
以
テ
ニ
十
年
ノ
時
効
ガ
五
年
ノ
短
期
時
効
ノ
進
行
セ
ル
ト
否
ト
ニ

拘
ラ
ズ
又
一
切
ノ
中
断
事
由
二
拘
ラ
ズ
シ
テ
其
ノ
進
行
ヲ
継
続
シ
且
其
ノ
完
成

後
二
於
ケ
ル
時
効
ノ
利
益
ノ
拗
棄
ヲ
許
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ベ
キ
理
由
ト
為
ス

能
ハ
ズ
。
」

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
二
〇
年
の
期
間
が
起
算
点
で
｝
般
の
時
効
と
異
る
け
れ

ど
も
時
効
た
る
こ
と
は
法
文
上
明
白
で
あ
つ
て
、
こ
の
時
効
は
五
年
の
短
期
時

効
と
は
一
応
独
立
し
て
進
行
す
る
が
、
そ
の
要
件
に
お
い
て
五
年
の
時
効
と
は

相
排
斥
す
る
関
係
に
あ
る
か
ら
、
中
断
は
実
際
上
、
短
期
時
効
に
つ
い
て
の
み

問
題
と
な
る
と
す
る
に
あ
る
（
権
利
者
側
の
中
断
行
為
た
る
請
求
等
は
、
侵
害
事

実
の
認
識
を
前
提
と
す
る
か
ら
二
〇
年
の
時
効
の
問
題
と
な
ら
な
い
）
．
こ
の
判
例

の
理
蒲
に
賛
成
す
る
立
場
も
あ
る
が
（
灘
腺
か
疎
続
）
、
学
説
は
多
く
批
判
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
太
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一
〇
四
〇
）

り
、
こ
の
期
間
を
以
て
除
斥
期
問
と
解
す
べ
き
ご
と
を
主
張
し
て
い
る
（
調
儲

篭
趨
螺
薙
巻
蟻
蛋
騨
⑩
恥
薦
騙
翻
獺
鞭
螺
操
謎
許
簑
臨
騰

等
Y　

民
法
上
一
個
の
権
利
に
つ
い
て
二
重
の
期
間
的
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
例

は
、
本
条
の
ほ
か
に
も
二
一
六
条
、
四
二
六
条
、
七
二
四
条
等
に
も
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
か
か
る
場
合
に
そ
の
期
間
相
互
の
関
係
が
問
題
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
一
律
に
そ
の
一
方
を
時
効
、
他
方
を
除
斥
期
間
と
解
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
理
由
も
な
い
　
（
単
に
二
〇
年
の
期
間
は
長
き
に
失
す
る
故
に
こ
れ
を
除

斥
期
間
と
解
す
る
如
ぎ
は
結
果
論
で
あ
り
採
る
に
足
り
な
い
）
し
、
．
他
面
、
「
時
効

ニ
ヨ
リ
テ
」
と
の
法
文
か
ら
期
間
の
性
質
を
決
定
す
る
こ
と
も
、
立
法
者
の
意

図
が
こ
の
文
字
で
正
し
く
表
現
さ
れ
で
い
る
保
証
を
欠
く
わ
が
民
法
の
解
釈
と

し
て
は
、
必
ら
ず
し
も
合
理
的
で
な
い
。
結
局
は
、
当
事
者
の
援
用
を
ま
た
ず

に
そ
の
効
果
を
裁
判
上
確
定
す
る
こ
と
の
可
否
、
中
断
・
停
止
を
認
め
る
こ
と

の
合
理
性
と
必
要
性
、
期
問
満
了
後
の
利
益
放
棄
の
可
能
性
等
の
点
に
つ
い

て
、
立
法
者
の
判
断
を
顧
慮
し
つ
つ
各
条
文
の
期
間
に
つ
い
て
そ
の
性
質
を
決

定
す
る
ほ
か
は
な
い
．
援
用
の
点
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
土
○
年
の
期
間
の
起
算

点
が
、
権
利
者
の
主
観
的
な
要
件
に
か
か
ら
ず
、
相
続
開
始
時
と
い
う
客
観
的

時
点
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
認
定
は
裁
判
上
容
易
で
あ
り
、
か
つ
問

題
が
相
続
関
係
の
整
理
と
い
う
点
で
第
三
者
の
利
害
に
拘
わ
る
こ
と
が
大
き
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
の
援
用
を
待
た
ず
裁
判
官
が
こ
れ
を
判
断
出
来
る

と
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
年
の
期
間
は
、
五
年
の
短
期
時
効

の
起
算
点
が
権
利
者
の
侵
害
事
実
の
認
識
に
か
か
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
法
律
関

係
解
決
の
遅
延
を
制
限
す
る
趣
旨
に
出
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ



れ
に
中
断
を
認
む
べ
き
根
拠
も
必
要
も
な
い
。
立
法
者
は
二
〇
隼
と
い
う
通
常

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

時
効
の
期
間
を
以
て
そ
の
制
限
の
目
や
す
と
し
て
い
る
だ
け
で
．
あ
つ
て
、
そ
の

更
新
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。
判
例
の
立
場
で
は
、
二
〇
年
経
過
直
前
に
侵
害

者
が
承
認
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
五
年
の
期
間
が
相
続
時
よ
り
二
〇
年
を
超
え
て

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は
二
〇
年
を
以
て
一
律
に
問
題
を
解
決

す
る
趣
旨
は
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
承
認
が
必
ず
し
も
権
利
者
に
侵
害

事
実
を
認
識
せ
し
め
る
と
は
限
ら
な
い
。
最
後
に
、
停
止
及
び
期
間
満
了
後
の

利
益
放
棄
の
可
能
性
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
時
効
た
る
と
除
斥
期
間
た
る

と
で
必
ず
し
も
結
論
が
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
除
斥
期
間
で
も
停
止
に

つ
い
て
は
時
効
の
規
定
を
類
推
す
べ
き
場
合
が
少
く
な
い
し
・
除
斥
期
間
だ
か

ら
と
い
つ
て
そ
の
満
了
後
の
利
益
（
こ
れ
を
如
何
に
構
成
す
る
か
の
問
題
は
あ
る

が
）
が
放
棄
出
来
な
い
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
点
は
こ
の
期
間
の
法
的
性

質
の
決
定
に
重
要
で
は
な
い
。

　
更
に
ま
た
二
〇
年
の
期
間
が
相
続
権
侵
害
の
発
生
前
に
そ
の
進
行
を
開
始
す

る
こ
と
は
、
こ
の
期
間
を
以
て
時
効
と
理
解
す
る
こ
と
と
衝
突
す
る
。
す
な
わ

ち
時
効
に
お
い
て
は
権
利
者
が
可
能
な
権
利
行
使
を
怠
つ
た
こ
と
が
、
権
利
者

に
そ
の
不
利
益
を
負
担
せ
し
め
る
に
足
る
根
拠
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
権

利
が
具
体
的
に
発
生
す
る
以
前
に
そ
の
時
効
が
進
行
を
開
始
す
る
如
き
は
、
到

底
是
認
出
来
な
い
矛
盾
と
い
う
ほ
か
は
な
い
．

　
こ
の
よ
5
な
意
味
で
、
本
条
の
二
〇
年
の
期
間
を
除
斥
期
間
と
見
る
通
説

を
、
私
は
正
当
と
考
え
る
。

　
四
　
そ
の
他
の
問
題
点
　
④
物
上
請
求
権
と
の
関
係
　
相
続
人
が
遺
産
を
相

続
回
復
請
求
権
に
よ
り
一
括
し
て
返
還
請
求
を
為
さ
ず
、
個
々
の
物
に
つ
b
て

　
　
　
　
判
例
　
研
究

そ
の
所
有
権
に
基
い
て
返
還
を
求
め
る
場
合
に
は
物
上
請
求
権
を
行
使
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
通
説
・
判
例
は
物
上
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
ら

な
い
と
解
す
る
た
め
、
本
条
の
相
続
回
復
請
求
権
の
時
効
と
物
上
請
求
権
行
使
、

と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
相
続
回
復
請
求
権
が
時
効
に
か
か
つ
た
後
に
個
々

の
物
に
つ
い
て
の
物
上
請
求
権
に
よ
る
取
戻
し
が
無
制
限
に
許
さ
れ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
本
条
の
趣
旨
が
容
易
に
覆
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
こ
で
学
説
は
、
あ
る
い
は
物
上
請
求
権
と
相
続
回
復
請
求
権
と
は
法
条

競
合
の
関
係
に
立
つ
も
の
と
理
解
し
（
汕
軸
一
一
）
、
あ
る
い
は
ま
た
遺
産
に
属
す

る
個
々
の
財
産
の
回
復
を
請
求
す
る
の
も
同
じ
く
相
続
回
復
請
求
で
あ
る
と
説

い
て
（
蛾
懐
㍉
疏
石
y
消
滅
時
効
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
相
続

財
産
に
関
す
る
限
り
で
は
、
物
上
請
求
権
の
行
使
は
大
き
な
制
約
を
受
け
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
判
決
の
理
由
中
に
注
目
す
べ
ぎ
こ
と
は
、
本
事
案
に
お
け
る
相
続
権
侵
害

の
事
実
が
、
当
初
の
相
続
人
に
つ
い
て
生
じ
、
そ
れ
以
降
の
各
相
続
人
は
、
そ

の
相
続
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
に
も
せ
よ
、
「
新
た
な
侵
害
」
が

生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
判
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
従
来

の
解
釈
論
が
、
明
瞭
な
規
定
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
（
立
法
上
は
む
し
ろ
物
上
請
求

権
の
時
効
消
滅
を
予
想
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
岡
松
「
民
法
理
由
」
総
則
編
四
二

四
頁
以
下
参
照
）
、
物
上
請
求
権
に
つ
い
て
時
効
を
否
定
す
る
根
拠
は
、
多
く
、

こ
の
侵
害
状
態
の
継
続
か
ら
不
断
に
新
た
な
侵
害
が
発
生
す
る
と
の
理
由
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
判
旨
は
、
侵
害
状
態
の
継
続
と
侵
害
発
生
と

を
明
瞭
に
区
別
し
て
、
時
効
の
起
算
点
を
侵
害
発
生
の
対
象
た
る
相
続
の
開
始

特
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
綱
じ
見
方
を
物
上
請
求
権
に
移
す
な
ら
ば
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
一
〇
四
一
）



　
　
　
判
　
例
研
　
究

の
場
合
に
も
時
効
を
否
定
す
べ
き
根
拠
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
私
は
．

本
条
に
よ
つ
て
物
上
請
求
権
の
時
効
消
滅
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
物
上
請
求
権
に
つ
い
て
本
来
認
め
ら
る
べ
ぎ
一
般
の
時
効
（
債
権

又
は
所
有
権
に
あ
ら
ざ
る
権
利
と
し
て
二
〇
年
の
時
効
期
間
に
服
す
る
）
期
間
が
、

本
条
に
よ
り
短
縮
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
．
物
上

請
求
権
の
時
効
を
否
定
す
る
通
説
の
論
拠
に
は
、
本
条
の
時
効
と
は
相
容
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。

　
＠
相
手
方
の
取
得
時
効
と
の
関
係
　
相
続
財
産
を
占
有
す
る
者
は
、
自
己
の

時
効
取
得
を
援
用
し
て
そ
の
返
還
を
拒
む
こ
と
が
出
来
る
か
．
例
え
ば
ド
イ
ツ

民
法
二
〇
二
六
条
は
相
続
回
復
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
ら
な
“
間
は
、
相

続
財
産
を
占
有
す
る
者
が
相
続
人
に
対
し
て
取
得
時
効
を
援
用
出
来
ぬ
旨
規
定

す
る
が
、
民
法
に
は
規
定
が
な
い
た
め
疑
問
の
余
地
が
あ
る
．
悪
意
占
有
者
の

時
効
取
得
ズ
は
二
〇
年
問
の
占
有
を
要
す
る
か
ら
（
条
杭
覧
）
、
相
続
開
始
よ
り
二

七
八
　
　
（
｝
〇
四
二
）

○
年
の
期
間
経
過
後
に
取
得
時
効
の
完
成
す
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
相

続
開
始
前
か
ら
占
、
有
し
て
い
る
場
合
と
か
、
善
意
無
過
失
の
占
有
者
の
場
合
に

は
、
回
復
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
以
前
に
、
取
得
時
効
の
要
件
が
具
備

す
る
こ
と
が
多
い
、
相
手
方
の
時
効
取
得
を
否
定
す
る
判
決
（
献
瞳
關
飾
詫
荘
湧

塑
痴
口
門
堰
藻
旋
）
も
あ
る
が
、
学
説
は
多
く
こ
れ
を
肯
定
的
に
解
す
る
（
鯛
端
搬

脳
識
臓
副
騨
醐
級
穗
職
照
脾
靴
年
）
。
第
三
者
保
護
の
面
よ
り
疑
問
の
余
地
は
あ
る
が
、

相
続
開
始
後
二
〇
年
の
法
定
期
間
を
過
ぎ
る
ま
で
は
相
続
財
産
を
回
復
す
る
可

能
性
が
相
続
人
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
の
取
得
時
効
は

そ
の
完
成
を
本
条
に
よ
り
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
年
が
経
過
す
る
以
前
に
回
復
請
求
権
が
短
期
時
効
に
か
か
つ
た
場
合
に

は
、
取
得
時
効
の
完
成
を
妨
げ
る
事
由
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
年
五
月
十
日
稿
　
（
内
池
慶
四
郎
）


